
「PETS報告」
　 西山徳芳 会長エレクト
　PETS（プレジデント・エレクト・
トレーニング・セミナー）が新潟
RCの主催で、3月26日10時から、
ホテルイタリア軒で開かれた、
実際に人が集まってフルスペッ
クで催されるのは3年ぶり。前の
2回はリモートで開かれていた。

　当日、桜にはもう一歩、水仙が開花し始めたころ
で、参加者は、市内4クラブから10名で、先行して
会場へ行っている米山ガバナーノミニーを除き9名
の会長、幹事と財団の野崎さん、そして次のPETS
主催の三条北クラブの実行委員会メンバーが市役所
に集合してマイクロバスに乗り会場に向かった。
充分余裕をもって9時半には会場入りをした、上越
の方から参加した方によると台風並みの風が吹いて
いるとのことだ。どんよりとした天気だが、まずま
ずと思っていたら夕方は上越市では屋根がめくれる
被害があったそうだ、村上では出かける時は雨で、
さすがに地区の広さを感じさせる。
　開会宣言、点鐘の後、グランドピアノの伴奏で
石本パストガバナーがソングリーダーで指揮をとら
れた。国歌・ロータリーソングを黙唱する。聞けば
石本さんは社交ダンスを趣味とされていて、リズム
には自信があるそうだ。
　ガバナーエレクトの髙橋秀樹氏が登壇されて地区
運営方針を次のように述べられる前にRI会長のテー
マとビデオを視聴、続いてメッセージを視聴した。

　2022-23年度RIのジェニファー・ジョーンズ会長は
「イマジン ロータリー」思いやろう、をテーマとさ
れていて、地区としてはそれぞれのロータリークラ
ブが活性化しあうことを願っている。COVID-19に
2年間苦しめられてきた。まだ先は見通せないがへ
こたれないで再生していく事を、力を合わせて証明
したい、病気の脅威はすぐには無くならない。
安全を確保し効率を上げていくための新しい方法として
ハイブリッド形式の催事、ITを駆使した活動など、
工夫と試行による「再生」「新生」「共生」の３つ
のキーワードを重視し、各クラブ間のロータリ
アンと社会のつながりを活性化したいと思う。
次年度数値目標として
　⑴ロータリー財団寄付 :
　　年次基金150＄/会員　ポリオプラス30＄/会員
　　べネファクター 10名以上
　⑵米山記念奨学金寄付2万円/会員
　　（普通、特別寄付合計）
　とされている。

　ガバナーエレクトは1965年7月15日生まれ、現在
55才、現役の新潟大学歯学部口腔生命福祉科の教授
で新潟市の障害者自立支援協議会の会長も務められ
ている、当日、休憩時間に階段を上る姿をお見かけ
したが、昇りを1段飛ばしで昇られていることには
驚いた、話も行動も大変活力のある方です。
　高尾ガバナーが挨拶され、来期の国際ロータリー
の会長は長い歴史の中で初めての女性会長である、
ジェニファー・ジョーンズ氏がテーマを「イマジン 
ロータリー」で、世界にもたらせる変化を想像して
大きな夢を描き、その実現のためにロータリーの力
とつながりを生かすことが求められています。
「想像してください、私たちがベストを尽くせる世
界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化
をもたらせると知っています。」
　いろんな思い個性を尊重する中、会員が基本であ
るクラブを基に展開しましょう。
　また、RIの会長は革新的なクラブ又は活動分野に
基づくクラブを少なくとも2つ設立することを求め
られています。
　2023年まで会員の30％を女性にする理事会の目標
達成のタイムリミットが迫っている。110カ国では
すでに達成されているがまだ先は長い。
　ガバナーノミニーの三条北ロータリークラブ米山
忠俊氏が挨拶された。その中で、我々第4分区で
来年度PETSを開催するようになることを述べられ
た。
　今回、三条北RCから実行委員会を立ち上げ、今回
の会議を調査に何名か来られていた。すなわち、三
条の4クラブには具体的な仕事がやってくることを
予感させた。
次年度委員会の紹介は
　1 会員増強、戦略、広報委員会
　2 職業奉仕委員会
　3 社会奉仕委員会
　4 国際奉仕委員会
　5 青少年奉仕委員会
　6 青少年交換委員会
　7 ロータリー財団委員会
　8 米山記念奨学委員会
　9 ロータリー地域協動ネットワークセンター長

　9委員会あり、持ち時間が3分なので走り走りに
なってしまった、中でも、強く印象に残る委員会が
あり紹介すると、「会員増強、戦略、広報委員会」で、
最近解散したクラブがあり、また近いうちにもう一
クラブが解散の危機を迎えている。隣のクラブがそ
んな危機を迎えていることを知らずに過ごしていた
が、10名以下のクラブは何クラブもあり相当苦戦し

ている。今後20名以下だと会員拡大は難しく、佐渡
においては2つのクラブが合併するほうが良いと思
われる。ガバナー選出も7つの分区を輪番制で回す
ことは事実上すでに崩壊しているなど驚くべき指摘
が資料として示されていた。
　公式訪問は、顔を合わせる対面式ではなく、リ
モートによる公式訪問になる。三条においては9月
21日の例会になる。
　会議は、小休憩の後にカバナーエレクト事務所か
らのお願いとして、地区の1.行事、2.予算、3.公式訪問、
4.ガバナー月信について、5.地区研修、協議会、地区
大会の案内がある。

　昼食後、各分区に分かれて分区セミナーが行われ
た。
　我が第4分区では司会進行を米山ガバナーノミ
ニーが務められた。
　議題については各クラブで課題と思われること、
危機意識を持たれることの話し合いが持たれた。
　話し合いは、時間内に結論を出すというより、各
クラブの特徴ある悩みについて、あぶり出しをした。
この後、全体に集まり講評を経て、閉会点鐘となっ
た。こののちに懇親会となり、実際に大勢が集まっ
ての懇親会は開かれないのではないかと予想してい
たが、テーブル人数を1テーブルあたり5名に減らし、
大きなアクリルのパーテーションで仕切、お互いの
声も聞き取りにくく、注ぎ合いもできない間仕切
だった。
　けれど、実際に顔を合わせながら隣の方とは親し
く話をでき貴重な情報交換の場になった。アトラク
ションが入り、サックス、フルート、ギターを中心
とした7人のメンバーのよる昭和の時代の曲を演奏
した。もちろん、開始の曲はRI会長のテーマに沿っ
てビートルズのイマジンであった。
　歓談の後、散会となったが、恒例の「手に手つな
いで」はさすがに演奏のみであった。

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　皆さんこんばんは。今日は春の夜例会
です。今年は通常予定した新年会も、コ
ロナ感染予防の為行うことができません
でした。
　今日現在でも、注意しながらの状況
ではありますが、本日は親睦委員の皆様
から予防のことを考えながらではありま

すが、親睦の場を開催していただきました。本当にありが
とうございます。今年度は例会休止も含め、各委員会も苦戦
しながらでしたが、なんとか4月の例会を迎えることができ
ました。
　私も、入会してからは先輩・後輩を問わず、いろいろ考え
させられること、また、勉強になること、刺激を受けること
などたくさんあり、今があるわけです。これは仕事上でも、

それ以外の時の判断の基本になっていることも多く
あるわけで、これからも大きく変わらないと思って
います。
　ロータリーの大事な事に親睦があり、今日はそん
な意味からも、おいしい料理をいただきながら楽し
い時間を過ごしたいと思います。
　これからの例会が、コロナ感染が一刻も早く沈静
化し、予定通り行える状況になることを願って、話
を終わりたいと思います。
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【先週のメークアップ】
［3.24］三条ローターアクトクラブへ
 ・歸山　肇さん、相場弘介さん
［3.26］会長エレクト研修セミナー
　　　　　　　　　　　　　（新潟）へ
 ・西山徳芳さん、梨本次郎さん、
 ・野崎喜一郎さん
［3.29］三条北RCへ
 ・荻根澤隆雄さん

【ヴィジター】
 ・米山記念奨学生　李 恒 さん

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５
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■本日の出席会員数：57名中31名
■先々週出席率：73.68％（2/16 WEB例会）

ニコニコBOX
相場弘介さん、　 五十嵐晋三さん、 石倉政雄さん、
石橋育於さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 菊池　渉さん、
小出子恵出さん、 小林卓哉さん、　 斎藤弘文さん、
佐野勝榮さん、　 杉山幸英さん、　 中條克俊さん、
中村和彦さん、　 中村信一さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 野水靖之さん、
長谷川徹さん、　 長谷川正実さん、 船越良則さん、
松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、
吉井直樹さん、　 若槻八十彦さん、 渡辺勝利さん
　「春の夜例会」を迎えて

　　　　　　　　4 月 6 日 分　￥    30,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  862,000

「春の夜例会」「春の夜例会」
於 二洲楼於 二洲楼
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「PETS報告」
　 西山徳芳 会長エレクト
　PETS（プレジデント・エレクト・
トレーニング・セミナー）が新潟
RCの主催で、3月26日10時から、
ホテルイタリア軒で開かれた、
実際に人が集まってフルスペッ
クで催されるのは3年ぶり。前の
2回はリモートで開かれていた。

　当日、桜にはもう一歩、水仙が開花し始めたころ
で、参加者は、市内4クラブから10名で、先行して
会場へ行っている米山ガバナーノミニーを除き9名
の会長、幹事と財団の野崎さん、そして次のPETS
主催の三条北クラブの実行委員会メンバーが市役所
に集合してマイクロバスに乗り会場に向かった。
充分余裕をもって9時半には会場入りをした、上越
の方から参加した方によると台風並みの風が吹いて
いるとのことだ。どんよりとした天気だが、まずま
ずと思っていたら夕方は上越市では屋根がめくれる
被害があったそうだ、村上では出かける時は雨で、
さすがに地区の広さを感じさせる。
　開会宣言、点鐘の後、グランドピアノの伴奏で
石本パストガバナーがソングリーダーで指揮をとら
れた。国歌・ロータリーソングを黙唱する。聞けば
石本さんは社交ダンスを趣味とされていて、リズム
には自信があるそうだ。
　ガバナーエレクトの髙橋秀樹氏が登壇されて地区
運営方針を次のように述べられる前にRI会長のテー
マとビデオを視聴、続いてメッセージを視聴した。

　2022-23年度RIのジェニファー・ジョーンズ会長は
「イマジン ロータリー」思いやろう、をテーマとさ
れていて、地区としてはそれぞれのロータリークラ
ブが活性化しあうことを願っている。COVID-19に
2年間苦しめられてきた。まだ先は見通せないがへ
こたれないで再生していく事を、力を合わせて証明
したい、病気の脅威はすぐには無くならない。
安全を確保し効率を上げていくための新しい方法として
ハイブリッド形式の催事、ITを駆使した活動など、
工夫と試行による「再生」「新生」「共生」の３つ
のキーワードを重視し、各クラブ間のロータリ
アンと社会のつながりを活性化したいと思う。
次年度数値目標として
　⑴ロータリー財団寄付 :
　　年次基金150＄/会員　ポリオプラス30＄/会員
　　べネファクター 10名以上
　⑵米山記念奨学金寄付2万円/会員
　　（普通、特別寄付合計）
　とされている。

　ガバナーエレクトは1965年7月15日生まれ、現在
55才、現役の新潟大学歯学部口腔生命福祉科の教授
で新潟市の障害者自立支援協議会の会長も務められ
ている、当日、休憩時間に階段を上る姿をお見かけ
したが、昇りを1段飛ばしで昇られていることには
驚いた、話も行動も大変活力のある方です。
　高尾ガバナーが挨拶され、来期の国際ロータリー
の会長は長い歴史の中で初めての女性会長である、
ジェニファー・ジョーンズ氏がテーマを「イマジン 
ロータリー」で、世界にもたらせる変化を想像して
大きな夢を描き、その実現のためにロータリーの力
とつながりを生かすことが求められています。
「想像してください、私たちがベストを尽くせる世
界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化
をもたらせると知っています。」
　いろんな思い個性を尊重する中、会員が基本であ
るクラブを基に展開しましょう。
　また、RIの会長は革新的なクラブ又は活動分野に
基づくクラブを少なくとも2つ設立することを求め
られています。
　2023年まで会員の30％を女性にする理事会の目標
達成のタイムリミットが迫っている。110カ国では
すでに達成されているがまだ先は長い。
　ガバナーノミニーの三条北ロータリークラブ米山
忠俊氏が挨拶された。その中で、我々第4分区で
来年度PETSを開催するようになることを述べられ
た。
　今回、三条北RCから実行委員会を立ち上げ、今回
の会議を調査に何名か来られていた。すなわち、三
条の4クラブには具体的な仕事がやってくることを
予感させた。
次年度委員会の紹介は
　1 会員増強、戦略、広報委員会
　2 職業奉仕委員会
　3 社会奉仕委員会
　4 国際奉仕委員会
　5 青少年奉仕委員会
　6 青少年交換委員会
　7 ロータリー財団委員会
　8 米山記念奨学委員会
　9 ロータリー地域協動ネットワークセンター長

　9委員会あり、持ち時間が3分なので走り走りに
なってしまった、中でも、強く印象に残る委員会が
あり紹介すると、「会員増強、戦略、広報委員会」で、
最近解散したクラブがあり、また近いうちにもう一
クラブが解散の危機を迎えている。隣のクラブがそ
んな危機を迎えていることを知らずに過ごしていた
が、10名以下のクラブは何クラブもあり相当苦戦し

ている。今後20名以下だと会員拡大は難しく、佐渡
においては2つのクラブが合併するほうが良いと思
われる。ガバナー選出も7つの分区を輪番制で回す
ことは事実上すでに崩壊しているなど驚くべき指摘
が資料として示されていた。
　公式訪問は、顔を合わせる対面式ではなく、リ
モートによる公式訪問になる。三条においては9月
21日の例会になる。
　会議は、小休憩の後にカバナーエレクト事務所か
らのお願いとして、地区の1.行事、2.予算、3.公式訪問、
4.ガバナー月信について、5.地区研修、協議会、地区
大会の案内がある。

　昼食後、各分区に分かれて分区セミナーが行われ
た。
　我が第4分区では司会進行を米山ガバナーノミ
ニーが務められた。
　議題については各クラブで課題と思われること、
危機意識を持たれることの話し合いが持たれた。
　話し合いは、時間内に結論を出すというより、各
クラブの特徴ある悩みについて、あぶり出しをした。
この後、全体に集まり講評を経て、閉会点鐘となっ
た。こののちに懇親会となり、実際に大勢が集まっ
ての懇親会は開かれないのではないかと予想してい
たが、テーブル人数を1テーブルあたり5名に減らし、
大きなアクリルのパーテーションで仕切、お互いの
声も聞き取りにくく、注ぎ合いもできない間仕切
だった。
　けれど、実際に顔を合わせながら隣の方とは親し
く話をでき貴重な情報交換の場になった。アトラク
ションが入り、サックス、フルート、ギターを中心
とした7人のメンバーのよる昭和の時代の曲を演奏
した。もちろん、開始の曲はRI会長のテーマに沿っ
てビートルズのイマジンであった。
　歓談の後、散会となったが、恒例の「手に手つな
いで」はさすがに演奏のみであった。

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　皆さんこんばんは。今日は春の夜例会
です。今年は通常予定した新年会も、コ
ロナ感染予防の為行うことができません
でした。
　今日現在でも、注意しながらの状況
ではありますが、本日は親睦委員の皆様
から予防のことを考えながらではありま

すが、親睦の場を開催していただきました。本当にありが
とうございます。今年度は例会休止も含め、各委員会も苦戦
しながらでしたが、なんとか4月の例会を迎えることができ
ました。
　私も、入会してからは先輩・後輩を問わず、いろいろ考え
させられること、また、勉強になること、刺激を受けること
などたくさんあり、今があるわけです。これは仕事上でも、

それ以外の時の判断の基本になっていることも多く
あるわけで、これからも大きく変わらないと思って
います。
　ロータリーの大事な事に親睦があり、今日はそん
な意味からも、おいしい料理をいただきながら楽し
い時間を過ごしたいと思います。
　これからの例会が、コロナ感染が一刻も早く沈静
化し、予定通り行える状況になることを願って、話
を終わりたいと思います。

ニコニコBOX
相場弘介さん、　 五十嵐晋三さん、 石倉政雄さん、
石橋育於さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 菊池　渉さん、
小出子恵出さん、 小林卓哉さん、　 斎藤弘文さん、
佐野勝榮さん、　 杉山幸英さん、　 中條克俊さん、
中村和彦さん、　 中村信一さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 野水靖之さん、
長谷川徹さん、　 長谷川正実さん、 船越良則さん、
松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、
吉井直樹さん、　 若槻八十彦さん、 渡辺勝利さん
　「春の夜例会」を迎えて

　　　　　　　　4 月 6 日 分　￥    30,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  862,000



4

「PETS報告」
　 西山徳芳 会長エレクト
　PETS（プレジデント・エレクト・
トレーニング・セミナー）が新潟
RCの主催で、3月26日10時から、
ホテルイタリア軒で開かれた、
実際に人が集まってフルスペッ
クで催されるのは3年ぶり。前の
2回はリモートで開かれていた。

　当日、桜にはもう一歩、水仙が開花し始めたころ
で、参加者は、市内4クラブから10名で、先行して
会場へ行っている米山ガバナーノミニーを除き9名
の会長、幹事と財団の野崎さん、そして次のPETS
主催の三条北クラブの実行委員会メンバーが市役所
に集合してマイクロバスに乗り会場に向かった。
充分余裕をもって9時半には会場入りをした、上越
の方から参加した方によると台風並みの風が吹いて
いるとのことだ。どんよりとした天気だが、まずま
ずと思っていたら夕方は上越市では屋根がめくれる
被害があったそうだ、村上では出かける時は雨で、
さすがに地区の広さを感じさせる。
　開会宣言、点鐘の後、グランドピアノの伴奏で
石本パストガバナーがソングリーダーで指揮をとら
れた。国歌・ロータリーソングを黙唱する。聞けば
石本さんは社交ダンスを趣味とされていて、リズム
には自信があるそうだ。
　ガバナーエレクトの髙橋秀樹氏が登壇されて地区
運営方針を次のように述べられる前にRI会長のテー
マとビデオを視聴、続いてメッセージを視聴した。

　2022-23年度RIのジェニファー・ジョーンズ会長は
「イマジン ロータリー」思いやろう、をテーマとさ
れていて、地区としてはそれぞれのロータリークラ
ブが活性化しあうことを願っている。COVID-19に
2年間苦しめられてきた。まだ先は見通せないがへ
こたれないで再生していく事を、力を合わせて証明
したい、病気の脅威はすぐには無くならない。
安全を確保し効率を上げていくための新しい方法として
ハイブリッド形式の催事、ITを駆使した活動など、
工夫と試行による「再生」「新生」「共生」の３つ
のキーワードを重視し、各クラブ間のロータリ
アンと社会のつながりを活性化したいと思う。
次年度数値目標として
　⑴ロータリー財団寄付 :
　　年次基金150＄/会員　ポリオプラス30＄/会員
　　べネファクター 10名以上
　⑵米山記念奨学金寄付2万円/会員
　　（普通、特別寄付合計）
　とされている。

　ガバナーエレクトは1965年7月15日生まれ、現在
55才、現役の新潟大学歯学部口腔生命福祉科の教授
で新潟市の障害者自立支援協議会の会長も務められ
ている、当日、休憩時間に階段を上る姿をお見かけ
したが、昇りを1段飛ばしで昇られていることには
驚いた、話も行動も大変活力のある方です。
　高尾ガバナーが挨拶され、来期の国際ロータリー
の会長は長い歴史の中で初めての女性会長である、
ジェニファー・ジョーンズ氏がテーマを「イマジン 
ロータリー」で、世界にもたらせる変化を想像して
大きな夢を描き、その実現のためにロータリーの力
とつながりを生かすことが求められています。
「想像してください、私たちがベストを尽くせる世
界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化
をもたらせると知っています。」
　いろんな思い個性を尊重する中、会員が基本であ
るクラブを基に展開しましょう。
　また、RIの会長は革新的なクラブ又は活動分野に
基づくクラブを少なくとも2つ設立することを求め
られています。
　2023年まで会員の30％を女性にする理事会の目標
達成のタイムリミットが迫っている。110カ国では
すでに達成されているがまだ先は長い。
　ガバナーノミニーの三条北ロータリークラブ米山
忠俊氏が挨拶された。その中で、我々第4分区で
来年度PETSを開催するようになることを述べられ
た。
　今回、三条北RCから実行委員会を立ち上げ、今回
の会議を調査に何名か来られていた。すなわち、三
条の4クラブには具体的な仕事がやってくることを
予感させた。
次年度委員会の紹介は
　1 会員増強、戦略、広報委員会
　2 職業奉仕委員会
　3 社会奉仕委員会
　4 国際奉仕委員会
　5 青少年奉仕委員会
　6 青少年交換委員会
　7 ロータリー財団委員会
　8 米山記念奨学委員会
　9 ロータリー地域協動ネットワークセンター長

　9委員会あり、持ち時間が3分なので走り走りに
なってしまった、中でも、強く印象に残る委員会が
あり紹介すると、「会員増強、戦略、広報委員会」で、
最近解散したクラブがあり、また近いうちにもう一
クラブが解散の危機を迎えている。隣のクラブがそ
んな危機を迎えていることを知らずに過ごしていた
が、10名以下のクラブは何クラブもあり相当苦戦し

ている。今後20名以下だと会員拡大は難しく、佐渡
においては2つのクラブが合併するほうが良いと思
われる。ガバナー選出も7つの分区を輪番制で回す
ことは事実上すでに崩壊しているなど驚くべき指摘
が資料として示されていた。
　公式訪問は、顔を合わせる対面式ではなく、リ
モートによる公式訪問になる。三条においては9月
21日の例会になる。
　会議は、小休憩の後にカバナーエレクト事務所か
らのお願いとして、地区の1.行事、2.予算、3.公式訪問、
4.ガバナー月信について、5.地区研修、協議会、地区
大会の案内がある。

　昼食後、各分区に分かれて分区セミナーが行われ
た。
　我が第4分区では司会進行を米山ガバナーノミ
ニーが務められた。
　議題については各クラブで課題と思われること、
危機意識を持たれることの話し合いが持たれた。
　話し合いは、時間内に結論を出すというより、各
クラブの特徴ある悩みについて、あぶり出しをした。
この後、全体に集まり講評を経て、閉会点鐘となっ
た。こののちに懇親会となり、実際に大勢が集まっ
ての懇親会は開かれないのではないかと予想してい
たが、テーブル人数を1テーブルあたり5名に減らし、
大きなアクリルのパーテーションで仕切、お互いの
声も聞き取りにくく、注ぎ合いもできない間仕切
だった。
　けれど、実際に顔を合わせながら隣の方とは親し
く話をでき貴重な情報交換の場になった。アトラク
ションが入り、サックス、フルート、ギターを中心
とした7人のメンバーのよる昭和の時代の曲を演奏
した。もちろん、開始の曲はRI会長のテーマに沿っ
てビートルズのイマジンであった。
　歓談の後、散会となったが、恒例の「手に手つな
いで」はさすがに演奏のみであった。

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　皆さんこんばんは。今日は春の夜例会
です。今年は通常予定した新年会も、コ
ロナ感染予防の為行うことができません
でした。
　今日現在でも、注意しながらの状況
ではありますが、本日は親睦委員の皆様
から予防のことを考えながらではありま

すが、親睦の場を開催していただきました。本当にありが
とうございます。今年度は例会休止も含め、各委員会も苦戦
しながらでしたが、なんとか4月の例会を迎えることができ
ました。
　私も、入会してからは先輩・後輩を問わず、いろいろ考え
させられること、また、勉強になること、刺激を受けること
などたくさんあり、今があるわけです。これは仕事上でも、

それ以外の時の判断の基本になっていることも多く
あるわけで、これからも大きく変わらないと思って
います。
　ロータリーの大事な事に親睦があり、今日はそん
な意味からも、おいしい料理をいただきながら楽し
い時間を過ごしたいと思います。
　これからの例会が、コロナ感染が一刻も早く沈静
化し、予定通り行える状況になることを願って、話
を終わりたいと思います。

　　次々週例会　 4月27日　　　「外部卓話」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三条信用金庫 地域経済研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常勤理事　高橋　敦 様
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